
２０１２

姫 路 市 教 育 委員会

姫 路 城 城 下 町 跡



２０１２

姫 路 市 教 育 委員会

姫 路 城 城 下 町 跡



１　本書は、姫路市二階町 111番、113 番で実施した姫路城城下町跡（姫路城跡第 278 次）発掘調査
の報告書である。
２　調査は、但陽信用金庫から依頼を受け、姫路市教育委員会が実施した。調査費用は但陽信用金庫
が負担した。調査に際し同理事長の桑田純一郎氏には多大なご理解とご協力をいただいた。
３　発掘調査は、姫路市教育委員会埋蔵文化財センターの南憲和が担当した。
４　本書の作成に関わる作業分担は以下のとおりである。
　　遺物実測・拓本　　南　憲和
　　デジタルトレース　　野村知子（遺構）、三輪悠代（遺物）
　　写真撮影　　　　　南　憲和
５　本書の執筆は南憲和がおこなった。本書の編集は野村知子の助力を得て南がおこなった。
６　調査に関する写真・図面等の調査記録、出土品は姫路市埋蔵文化財センターが保管している。
広く活用されたい。

１　座標値は、平成 14 年 4 月1日の測量法改正に伴い、世界測地系に基づく平面直角座標系の
数値に補正している。方位は座標北を示す。
２　標高値は、東京湾平均海水準（T.P.）を基準としている。
３　土層図及び遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所
監修『新版　標準土色帖』に準拠した。
４　本書に掲載した地図のうち、第１図は国土地理院発行の 2 万 5 千分の1 地形図「姫路北部」・
「姫路南部」に加筆し使用した。
５　遺構は、原則的にアルファベットと数字を組み合わせた略号で表記した。略号は SD－溝、SE－井戸、
SK－土坑、SP－柱穴をあらわす。
５　遺物は、土器・瓦の種類別に通し番号を付け、瓦には「瓦」を冠し土器と区別した。実測図の
断面表示は、須恵器・陶器－白抜き、磁器－網掛け、瓦－斜線で区別した。なお、番号は本文・
挿図・写真図版ともに統一させた。
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第１図　調査地の位置（S＝1:25,000）



調査組織

調査機関

写真1　調査前状況（南東から）

写真3　確認調査2区（南から）

写真2　確認調査1区（南から）

第2図　調査区配置図（S＝1:400）

写真4　確認調査3区（南から）

※１～３区は確認調査の調査区

第3図　「姫路侍屋敷図」 と市街地との合成図
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写真6　出土遺物

第4図　出土遺物（S＝1:4）
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第6図　遺物観察表

第5図　旧耕土下層遺構
　　　（S＝1:200）
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図版 ■     写真図版



図版1　遺構全体図（S＝1：100）



図版2　T1-1平・断面図（S＝1：80） 図版3　T1-2・3平・断面図　SD1断面図（S＝1：50）



図版4　T1-4・5平・断面図　SD2・3断面図（S＝1：50） 図版5　T2平・断面図（S＝1：50）



図版6　井戸・土杭（S＝1：40）・柱穴列（S＝1：50）
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